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レーザスキャン技術を活用した３ＤＣＡＤ化の検証
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被災した原子炉建屋内をレーザスキャン装置により計測し、建屋内の３ＤＣＡＤ化を行ない、
Ｈ２５年度から開始される除染／遮へい等の工事計画策定に活用することが可能か検証
する。

【【目的目的】】

【【レーザスキャンのメリットレーザスキャンのメリット】】

図 レーザスキャン（ＰＣＶ内）

■ロボット搭載が可能なため被ばくの抑制が可能
■短時間で計測可能（１箇所 ３分程度）
■レーザスキャンデータから３ＤＣＡＤ化が可能（既存技術）

図 ３ＤＣＡＤ化のイメージ図

１．目的
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２．実施概要

：計測位置

クローラロボット（パックボット）にレーザスキャン装置を取り付け、２号原子炉建屋北西コーナに
て計測作業を実施する。

期 間：２０１２年１２月２６日（予備日１２月２７日）

実施場所：２号機原子炉建屋内北西コーナ

操作場所：免震棟から操作

；計測エリア

計画線量：３ｍＳｖ/ｈ

（ＡＰＤ設定：２ｍＳｖ/ｈ）

レーザス
キャン装置

（写真：ＦＡＲＯ社Ｗｅｂページより抜粋等）
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３．スケジュール

検証の確認ができ次第、Ｈ２５年度以降から開始される除染／遮へい等の工事計画
策定に利用する予定

１

２０１３２０１２

２

机上建屋内線量率情報と３ＤＣ
ＡＤの適合性検証

③

机上現場取得データの３ＤＣＡＤ
化と作業プロセス検証

②

現場原子炉建屋内でのレーザ
スキャンの実施と取得デー
タの確認

①

３１２

年月日
検証項目

１２／２６
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【参考】レーザ計測装置の概要

レーザ光発信部

レーザ受光部

レーザ光発信部と受光部

上下 （300°）・左右（360°）回転

レーザ照射により対象物の３次元座標データと反射強度を取得しデータ化する
技術。この技術を活用し３ＤＣＡＤ化を行なう。

計測イメージ図

レーザスキャンの原理

対象物


